
避難訓練 
 

１ 目 的 

 (1)災害から生徒の生命や安全を守るため、生徒・教職員が冷静・的確な判断

に基づき、適切な対応ができるようにする。 

(2)有事の際に迅速・適正な行動がとれる能力の育成と、防災意識の高揚を図

る。 

 

２ 日 時 令和８年５月１日（金） 

  

【以下の想定で実施しました】 

 

 

令和８年５月１日（金）14時 45分頃、震度７の地震が発生。その後、Ａ棟

１階化学実験室より火災が発生。余震の恐れもあるが、延焼の恐れがあるた

め、生徒は担任等の誘導により、避難経路に従って体育館まで避難する。  

 

  

３ 講 評 学校長・ 長岡京市消防署副所長 吉岡 雅樹 氏 

 

吉岡氏からは「正常性バイアス」についてお話しされました。 

災害や事故、事件などの緊急事態に直面した際、「大したことはない」、「自分

は大丈夫」と都合の悪い情報を無視・過小評価し、正常な日常生活の範囲内だ

と脳が自動的に誤認する心理現象のことをいいます。 

「何時何が起こるかわからない」という普段からの心構えが大切です。 

 

  

 

 

 

 

  

 

 



 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


